










































(1) a. peNsif!!くpencil tekisuto， tek旦suto< text desukuくdωk beN時くbench
















ることがある (Ruffelsiefen1999 : 24)。






(3) fuufu (くfl出(夫婦)) fuuki (くfuki(富貴)) siika (くsika(詩歌)) 









2. 1. 2.ソノ 1)ティーと子音添加
ここでは日本語の子音添加とソノリティーの関係について論じる。はじめに、母音連続を避けるための
手段として子者添加が用いられる例を見てみよう o 3 QI、下の例は Kust巴rs(2004)からのタuである。
(4) daiya (くdaia) oniyon (くonion) gU.Y!'ai (くguai)
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えるのである。たとえば、 tabacconistと言う語は tabaccoに接辞ー istが付いた派生諾であるが、母音連続を
避けるためにソノリティーの大きい鼻音/n/が添加されたと考えることができる。また、 naphthaleneと
う語は、 naphtaに田eneという接辞が付加して出来上がった語であるが、ここでも母音連続を避けるために





{頃向にある (Vance1987 : 53)。










(7) a. mago (く.!!mago馬子)) doko (く!zuko(何処)) 










































下の下線を51いた無声閉鎖音/t，p， k， f/は通常の会話では削除される(竹林 (1996))。








倒。→ asira-hama (くsiro) 巴→ a sak~-ya (くsake)
む→ a yas~-sii (くyasu) u→ o marQ-yaka (くmaru)
1→ o hQ-ya (くhi) i→ u kutu-wa (くkuti)












がって、 /sake/や/ame/が語末にきている場合は Kusutersが指摘するように母音交替は生じない (am計 sake




(1) am~e (くamai(甘い)) Qota (<型ta(会うた)) sug~e (くsuQi(すごい)) hYQo (くh旦(豹)) 
(1)の中には歴史的な母音交替の例や方雷で使われる母音交替の例も含まれているが、いずれにしても、入
力形(制では括弧の中の諾)の2つの母音のソノリティーを比較すると、左側にある母音のソノリティー








存在する。その lつの例として日本語のアクセント付与を挙げることができる09 田中 (1998)は日本
語の複合語アクセントの研究において、ソノリティーがアクセント付与に重要な役割を果たしていること







ベにばな (e> i)、 かもしか (a>0) 













stowicz (2004)参照)0 Kenstowiczの報告によれば、 a>e， 0> i， uの順で強勢(ストレス)を受けやすい言
語(たとえば、 Kobon、Chkcheeなど)が多く存在するということである。
アクセント以外の事象でとくに我々の日をヲiくのは、雷語習得とりわけ母音習得におけるソノリティ









は許されない。 (14b)が不適格なのは、語末の 2つの子音のソノ 1)ティーが逆の順序になっているからで
ある (Goldsmith1999 : 307)。
(14) a. a抗 ant aut 
















2 ここで述べたことは、最適性理論 (uptimalityTheory: Prince and Smolensky (1993))流の言葉で言えば、母音添加にお
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